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本年４月より中欧および東欧に関する研究会を立ち上げることにいたし

ました。旧ソ連東欧の西部地域は、多重に入り組んだ言語文化状況、バル

カン諸国の EU 加盟、あるいは今次のクリミア半島情勢にみるがごとく、

まことに複雑な様相を呈しております。また本研究センターが「スラブ・

ユーラシア研究センター」へと改称され、新たなスタートを切るにあたり、

中・東欧研究のさらなる充実をめざして、諸先輩の学知を仰ぐと同時に、

若手と学び合う、広く開かれた研究会を組織することをめざします。 

皆様の研究発表とご参加を募ります。 

世話人 家田修、野町素己、森下嘉之 

 

ニーデルハウゼル博士著 
『東欧ロシア史学史』輪読会 
第一回「ポーランド」の章 
4月 24日（木）16時より 

場所 SRC 405号室 
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